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祝
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年
を
お
祝
い



　

２
月
８
日
、
平
庭
高
原
ス
キ
ー
場
で
「
平
庭
高
原
ス

キ
ー
場
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
２
５
０
０
名
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

夢
風
船
打
上
で
幕
を
開
け
た
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
は
、

「
ケ
ッ
ツ
す
べ
り
選
手
権
」
な
ど
の
催
し
の
ほ
か
、
山
形

村
短
角
牛
の
モ
モ
丸
焼
き
や
、
久
慈
ま
め
ぶ
汁
な
ど
の

販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
行
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

夜
に
は
「
花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
、
大
輪
の
花
火
が

冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。
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２
月
９
日
、
内
間
木
洞
周

辺
で
「
内
間
木
洞
氷
筍
ま
つ

り
」
と
「
内
間
木
洞
氷
筍
観

察
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
雪
の
中
、
神
秘
的
な
氷
筍

を
見
よ
う
と
大
阪
か
ら
来
た

方
な
ど
約
１
５
０
名
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

洞
内
に
は
氷
筍
の
ベ
ス
ト

シ
ョ
ッ
ト
を
狙
い
カ
メ
ラ
を

構
え
る
入
洞
者
も
多
く
、
年

に
一
度
し
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
自
然
の
造
形
美
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
洞
窟
の
外
で
は
地

域
の
方
に
よ
る
田
楽
や
し
し

鍋
な
ど
の
テ
ン
ト
が
軒
を
連

ね
、
来
場
者
は
冷
え
た
体
を

温
め
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
内
間
木
洞
周

辺
で
「
内
間
木
洞
氷
筍
ま
つ

り
」
と
「
内
間
木
洞
氷
筍
観

察
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
雪
の
中
、
神
秘
的
な
氷
筍

を
見
よ
う
と
大
阪
か
ら
来
た

方
な
ど
約
１
５
０
名
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

洞
内
に
は
氷
筍
の
ベ
ス
ト

シ
ョ
ッ
ト
を
狙
い
カ
メ
ラ
を

構
え
る
入
洞
者
も
多
く
、
年

に
一
度
し
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
自
然
の
造
形
美
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
洞
窟
の
外
で
は
地

域
の
方
に
よ
る
田
楽
や
し
し

鍋
な
ど
の
テ
ン
ト
が
軒
を
連

ね
、
来
場
者
は
冷
え
た
体
を

温
め
ま
し
た
。
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宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

　

凶
作
に
つ
き
、
村
々
の
濁
酒
屋
・
麹
屋
に
休
業
の
命
令
を
出
す

　
　

八
戸
藩
は
通
年
凶
作
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
冷
害
・
旱
・
害
虫
等
に
よ
る
凶
作
が
相
次
ぎ
、飢
饉（
け
が
じ
）の
年
が
多
か
っ

　

た
。（
中
略
）
中
で
も
宝
暦
五
年
の
大
飢
饉
は
壊
滅
的
な
も
の
で
、
餓
死
者
が
多
数
出
た
。（
近
世
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
飢
饉
（
け

　

か
じ
）
に
苦
し
む
人
々
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

　

洪
水
に
て
家
が
流
れ
る

　　
（
略
）
宝
暦
十
三
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
夜
半
ま
で
の
大
風
雨
で
は
、
畑
の
流
失
、
山
崩
れ
、
交
通
途
絶
を
は
じ
め
、

　
家
屋
も
流
さ
れ
て
い
る
。（
近
世
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
一
夜
に
三
十
軒
流
さ
れ
た
大
洪
水
」）　

　
　
　
　
　
　
　
　

…

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

　

関
村
全
村
二
十
五
軒
焼
失
、
高
礼
も
焼
失
し
た
が
咎
め
な
し

　
　
（
略
）
寛
政
四
年
三
月
十
四
日
、
大
風
に
よ
っ
て
山
焼
き
の
火
が
延
焼
し
、
関
村
二
十
五
軒
残
ら
ず
全
焼
し
た
。（
近
世

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
「
関
村
二
十
五
軒
全
焼
の
大
火
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

　

四
月
一
日
よ
り
町
村
制
施
行
決
定

　
　

市
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
戸
呂
町
・
日
野
沢
・
小
国
・
荷
軽
部
・
川
井
・
霜
畑
・
繋
の
内
馬
内
・
滝
を
除
い
た
七
村
が

　

合
併
し
て
、
明
治
二
十
二
年
に
山
形
村
が
誕
生
し
た
。（
近
現
代
概
説
「
村
の
誕
生
、
そ
し
て
合
併
へ
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）

　

久
慈
農
業
高
等
学
校
定
時
制
（
昼
間
課
程
）
山
形
分
校
を
開
校

　
　

岩
手
県
立
久
慈
農
業
高
等
学
校
定
時
制
（
昼
間
課
程
）
山
形
分
校
が
出
発
。（
近
現
代
３
８
０
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

　

村
章
を
決
定

　
　

村
章
決
ま
る
。
沼
倉
守
氏
（
三
十
三
年
霜
畑
中
教
諭
、
三
十
四
年
度
岩
泉
高
校
教
諭
）
の
作
品
（
近
現
代
４
０
１
頁
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

　

珍
獣
「
ガ
タ
ゴ
ン
」
の
足
跡
を
発
見

　
　
（
略
）
農
業
茅
森
武
勇
さ
ん
（
六
八
）
の
豆
畑
で
今
年
六
月
、
ク
マ
で
も
サ
ル
で
も
な
い
不
思
議
な
足
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

　
（
近
現
代
４
６
８
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

　

四
百
人
が
出
席
し
て
山
形
村
閉
村
式

　
　
（
略
）
だ
れ
も
が
心
の
中
で
叫
ん
だ
「
あ
り
が
と
う
山
形
村
」。（
近
現　

代
４
９
８
頁
）

　
山
形
村
誌
第
二
巻
「
史
料
編
」
が
、
約
四
年
の
編

集
期
間
を
経
て
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
か
ら
新
久
慈
市
誕
生
ま
で
の
山
形
村
の

歴
史
を
近
世
と
近
現
代
の
二
冊
に
集
約
。
出
来
事
を

年
代
順
に
追
っ
て
い
け
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
史
料
編
」
の
一
部
を
年
表
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
形
村
誌
第
二
巻

「
史
料
編
」

　

今
回
発
刊
と
な
り
ま
し
た
山
形
村

誌
第
二
巻
「
史
料
編
」
は
、
当
時
の

山
形
村
の
姿
や
人
々
の
生
活
を
垣

間
見
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
江
戸
時

代
か
ら
平
成
十
八
年
の
閉
村
ま
で
を

「
近
世
編
」
と
「
近
現
代
編
」
の
二

分
冊
と
し
て
編
さ
ん
し
た
も
の
で
す
。

　

少
し
で
も
読
み
や
す
く
一
人
で
も

多
く
の
方
に
読
ん
で
も
ら
い
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
冒
頭
で

概
説
的
な
解
説
を
し
、
脚
注
で
そ

の
内
容
を
説
明
す
る
な
ど
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
都
市
経
済
を
支
え
る

原
動
力
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た

の
が
こ
の
地
域
で
あ
り
、こ
の
「
史

料
編
」
の
内
容
を
熟
読
し
た
と
き
、

鉄
、
牛
や
馬
、
熊
の
肝
や
皮
な
ど

多
く
の
生
産
物
を
都
市
や
他
地
域

へ
供
給
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
「
史
料
編
」
を
読

ん
で
い
た
だ
き
、
活
用
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

山
形
村
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
中

か
ら
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
発
見
が

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。

山形村誌編さん委員長
嵯 峨 力 雄 
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山形村の歴史に思いをはせる

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

　

凶
作
に
つ
き
、
村
々
の
濁
酒
屋
・
麹
屋
に
休
業
の
命
令
を
出
す

　
　

八
戸
藩
は
通
年
凶
作
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
冷
害
・
旱
・
害
虫
等
に
よ
る
凶
作
が
相
次
ぎ
、飢
饉（
け
が
じ
）の
年
が
多
か
っ

　

た
。（
中
略
）
中
で
も
宝
暦
五
年
の
大
飢
饉
は
壊
滅
的
な
も
の
で
、
餓
死
者
が
多
数
出
た
。（
近
世
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
飢
饉
（
け

　

か
じ
）
に
苦
し
む
人
々
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

　

洪
水
に
て
家
が
流
れ
る

　　
（
略
）
宝
暦
十
三
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
夜
半
ま
で
の
大
風
雨
で
は
、
畑
の
流
失
、
山
崩
れ
、
交
通
途
絶
を
は
じ
め
、

　
家
屋
も
流
さ
れ
て
い
る
。（
近
世
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
一
夜
に
三
十
軒
流
さ
れ
た
大
洪
水
」）　

　
　
　
　
　
　
　
　

…

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

　

関
村
全
村
二
十
五
軒
焼
失
、
高
礼
も
焼
失
し
た
が
咎
め
な
し

　
　
（
略
）
寛
政
四
年
三
月
十
四
日
、
大
風
に
よ
っ
て
山
焼
き
の
火
が
延
焼
し
、
関
村
二
十
五
軒
残
ら
ず
全
焼
し
た
。（
近
世

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
「
関
村
二
十
五
軒
全
焼
の
大
火
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

　

四
月
一
日
よ
り
町
村
制
施
行
決
定

　
　

市
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
戸
呂
町
・
日
野
沢
・
小
国
・
荷
軽
部
・
川
井
・
霜
畑
・
繋
の
内
馬
内
・
滝
を
除
い
た
七
村
が

　

合
併
し
て
、
明
治
二
十
二
年
に
山
形
村
が
誕
生
し
た
。（
近
現
代
概
説
「
村
の
誕
生
、
そ
し
て
合
併
へ
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）

　

久
慈
農
業
高
等
学
校
定
時
制
（
昼
間
課
程
）
山
形
分
校
を
開
校

　
　

岩
手
県
立
久
慈
農
業
高
等
学
校
定
時
制
（
昼
間
課
程
）
山
形
分
校
が
出
発
。（
近
現
代
３
８
０
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

　

村
章
を
決
定

　
　

村
章
決
ま
る
。
沼
倉
守
氏
（
三
十
三
年
霜
畑
中
教
諭
、
三
十
四
年
度
岩
泉
高
校
教
諭
）
の
作
品
（
近
現
代
４
０
１
頁
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

　

珍
獣
「
ガ
タ
ゴ
ン
」
の
足
跡
を
発
見

　
　
（
略
）
農
業
茅
森
武
勇
さ
ん
（
六
八
）
の
豆
畑
で
今
年
六
月
、
ク
マ
で
も
サ
ル
で
も
な
い
不
思
議
な
足
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

　
（
近
現
代
４
６
８
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

　

四
百
人
が
出
席
し
て
山
形
村
閉
村
式

　
　
（
略
）
だ
れ
も
が
心
の
中
で
叫
ん
だ
「
あ
り
が
と
う
山
形
村
」。（
近
現　

代
４
９
８
頁
）
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山
形
村
誌
は
、
平
成
20
年
度
に

「
民
俗
編
」、平
成
24
年
度
に
「
史

料
編
」
を
発
刊
し
、
平
成
26
年
度

内
に
第
三
巻
「
通
史
編
」
を
発
刊

す
る
予
定
で
す
。

　
「
通
史
編
」
は
「
史
料
編
」
を

基
に
、
自
然
環
境
、
古
代
、
産
業
・

経
済
、
教
育
、
宗
教
な
ど
の
山
形

村
の
歴
史
を
総
合
的
に
集
約
で
き

る
よ
う
に
現
在
編
集
作
業
中
で
す
。

　

こ
の
村
誌
編
さ
ん
に
当
た
り
、

資
料
や
情
報
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

旧
家
に
伝
わ
る
古
文
書
や
古
い

行
政
通
知
文
書
、
各
種
賞
状
、
古

い
新
聞
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
倉
や
神
棚

な
ど
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
度
ご
確
認
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
器
や
土
器
の
か
け
ら
、

鉄
山
や
金
山
の
な
ご
り
な
ど
を
探

し
て
い
ま
す
。
家
を
改
築
す
る
と

き
に
見
つ
か
っ
た
土
器
や
、
倉
庫

に
眠
っ
て
い
る
鉄
山
関
係
の
道
具

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
提昭和43年頃の共進会の様子

もんぺ姿での田植えの風景

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

　

歴
史
や
文
化
が
分
か
る
古
い
写

真
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
写
真
は
山
形
村
誌
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
借
り
し
た
写
真
は
デ
ー
タ
化

し
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
お
返
し
し

ま
す
。
ま
た
、
お
電
話
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
担
当
者
が
お
邪
魔
し
て

作
業
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

情
報
提
供
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

山
形
総
合
支
所
ふ
る
さ
と
振
興
課

（
☎
72—

２
１
１
１
内
線
109
）
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

木地谷家に伝わる古文書

山
形
村
誌
編
さ
ん
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

写
真
を
デ
ジ
タ
ル
に

通
史
編
発
刊
に
向
け
て

貴
重
な
資
料
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山形村誌

【価格】
　第一巻「民俗編」　3,000円
　第二巻「史料編」　4,000円
【購入方法】
　▶販売窓口（山形総合支所、久慈市立図書館）で直接購入
　▶電話・ＦＡＸによる購入申込（☎72−2111／ＦＡＸ72−2848）
　　電話・ＦＡＸ受付後、納入通知書を発送。入金確認後、商品を発
　送（送料無料）。
　▶遠隔地に居住されている方
　　現金書留もしくは、郵便為替にて久慈市山形総合支所（〒028−
　8602久慈市山形町川井8−30−1）に代金を送付。代金確認後、商
　品を発送（送料無料）。

【価格】
　第一巻通史（自然・原始・古代・中世編）　4,000円
　第二巻通史（近世編）　　　　　　　　　　5,000円
　第三巻通史（近代編）　　　　　　　　　　5,000円
　第四・五・六巻（資料編）12,000円（3巻セット価格）
【購入方法】
　▶販売窓口（久慈市立図書館）で直接購入
　※久慈市立図書館に来ることができない場合は、送付も承って
　　おりますので、電話でご相談ください（☎53−4605）。

久慈市史

久慈市発行物をご紹介久慈市発行物をご紹介

【価格】
　広報やまがた縮刷版（上・下巻2冊組）　　3,000円
　広報やまがた縮刷版Ⅱ（上・下巻2冊組）　3,000円
【購入方法】
　同上

広報やまがた縮刷版
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１
月
12
日
、
久
慈
市
文
化
会
館

で
久
慈
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
山

形
町
か
ら
新
成
人
32
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

旧
友
た
ち
と
の
再
会
に
自
然
と

笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
新
成
人
た
ち
で

し
た
が
、
式
典
が
始
ま
る
と
堂
々

と
し
た
真
っ
直
ぐ
な
眼
差
し
で
式

典
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
久
慈
市
成
人
式

町
内
か
ら
32
名
が
参
加

【名前】漆久保 有
ゆ き

希 さん
【職業】学生
いずれスポーツ栄養学に
携わりたいです。誕生日
を迎えたらお酒にもチャ
レンジしたい。

【名前】木藤古 礼
あ や か

花 さん
【職業】学校事務職員
旅行に行きたいです。国
内のいろいろなところを
巡りたい。また、イギリ
スにも行ってみたいです。

　

成
人
の
証
授
与
で
は
、
代
表
と

し
て
近
藤
真
也
さ
ん
（
山
形
）
と

谷
地
春
香
さ
ん
（
栄
町
）
が
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
成
人
式
実

行
委
員
会
が
作
成
し
た
、
恩
師
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
中
学
生
時
代

の
写
真
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
祝
福
の
言
葉
や
、

懐
か
し
い
写
真
の
数
々
に
、
会
場

は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

成人の証を受け取る近藤真也さんと谷地春香さん

懐
か
し
い
写
真
に
笑
顔

　

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
立
派
に
な
っ
た

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
を
育

ん
だ
山
形
の
た
く
さ
ん
の
方

に
愛
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
さ

ら
に
大
き
く
飛
躍
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

元山形中学校教諭
中軽米 央

ひ さ こ

子 さん

恩
師
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新成人にインタビュー
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むし歯０
ゼ ロ

年長児の表彰

今
年
度
の
表
彰
者

か
わ
い
児
童
館

荷
軽
部
保
育
園

戸
呂
町
保
育
園

霜
畑
児
童
館

来
内
保
育
園

左上から大畑奈
な つ こ

津子さん、宅石祥
しょうこ

子さん、木地谷順
じゅんこ

子さん
大畑勢

せ な

那くん、宅石朱
あ か ね

希ちゃん、木地谷凜
りん

香
か

ちゃん
左上から谷地三

み き こ

紀子さん、宅石喜
き よ み

代美さん
谷地ルミナくん、宅石樹

いつき

くん

左から下舘大
たい

輝
き

くん、下舘美
み

由
ゆ

紀
き

さん左から才無左大
だい

愛
あ

くん、才無左真
ま

紀
き

子
こ

さん左から川向桐
きり

香
か

さん、川向駿
しゅん

くん

　子どもの歯は、しっかり噛める元気な歯から！
　園の歯科検診でむし歯０、もしくは、むし歯に
なっていても全て治療をしていた年長児と、おうち
の人を表彰しています。
　26年度も表彰を行います。これから年長さんにな
る子のお父さん、お母さん！表彰されるように毎日
の仕上げみがきを頑張りましょう♪

（山形福祉室）

【お母さんたちがむし歯予防に心がけたこと】
・定期的に歯医者に行って検診をしたり、フッ素をぬっています。
・おやつの時間を10時と３時に決めています。食べ物が甘いものなら、
　飲み物は甘くないように組み合わせも考えています。
・自分（母）が楽しそうに、歯みがきをしたり、糸ようじを使って、
　子どもが興味を持てるようにしました。
・冷蔵庫にジュースを置かないようにし、麦茶をいつも冷蔵庫に用意
　しています。
・寝る前には、仕上げみがきをするように徹底しました。小学校低学
　年の上の子にも、寝る前は毎日仕上げみがきをしています。

―自分の性格を一言で
きれい好きでよく掃除をしています
―好きなスポーツは
小、中、高、大と野球をやっていました
―好きな異性のタイプは
芸能人でいうと「加藤あい」さんみたい
な人で心の広い人が好きです
―最後に一言
皆さんの安全を守れるように努力するの
でよろしくお願いします
プロフィール
■生年月日　平　成２年９月21日（23歳）
■血 液 型　ＡＢ型
■勤 務 先　久慈消防署山形分署

佐
さ と う

藤　勝
かつのり

則さん（京の森）

「
山
形
町
民
の

　
安
全
を
守
り
ま
す
」

フレッシュさん

出番で～す



みずき団子の飾り付けをする山小児童

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
か
ら
平
庭
が
賑
わ
う

元

−10−

　

1
月
1
日
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
千

春
で
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス

山
形
地
区
の
小
正
月

ん
な
で
新
年
を
お
祝
い

み
　

山
形
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学

校
で
恒
例
の
小
正
月
行
事
が
行
わ

れ
、
み
ず
き
団
子
作
り
や
餅
つ
き

な
ど
を
行
い
地
域
の
方
々
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

山
形
小
学
校
の
芸
能
発
表
の
部

で
は
子
ど
も
会
に
よ
る
踊
り
や
手

話
の
発
表
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
有

志
で
結
成
さ
れ
た
「
お
や
じ
の

会
」
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
保
護
者

の
方
や
先
生
方
の
若
か
り
し
頃
の

写
真
が
映
し
出
さ
れ
、
児
童
た
ち

そ

も
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
先
生

方
の
知
ら
な
か
っ
た
姿
に
笑
い
声

や
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
児
童
た
ち
が
作
っ
た

も
ち
米
で
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
児

童
た
ち
は
「
よ
い
し
ょ
ー
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
、
杵
を
一
生
懸
命

振
り
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ん
こ
や
く
る
み
で
味
付
け
さ

れ
た
お
餅
は
、
児
童
や
地
域
の

方
々
な
ど
で
味
わ
い
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

山
形
小
学
校
の
小
正
月
行
事
に

参
加
し
た
二
ツ
神
ノ
ブ
さ
ん
は

平
成
26
年
山
形
町
新
年
交
賀
会

国
の
春
全
国
大
会
再
び

北

短

「
小
正
月
行
事
は
世
代
を
超
え

て
交
流
で
き
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
大
黒
舞
の
披
露
が
良
か
っ
た

で
す
」
と
小
正
月
を
楽
し
ん
だ
様

子
で
し
た
。

１
月
15
日
㈬　

来
内
小
学
校

　

同
校
・
約
70
名
参
加

１
月
18
日
㈯　

山
形
小
学
校

　

山
形
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
１

　

７
０
名
以
上
参
加

１
月
25
日
㈯　

小
国
小
学
校

　

同
校
・
約
30
名
参
加

２
月
2
日
㈰　

霜
畑
小
学
校

　

霜
畑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　

ン
タ
ー
・
80
名
以
上
参
加

温かいお汁粉が振舞われました

　

1
月
８
日
、
山
形
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
平
成
26
年
山
形
町
新
年

交
賀
会
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

や
ま
が
た
地
域
振
興
協
議
会
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
賀
会
に
は
町
内
を
中
心
に
約

70
名
が
訪
れ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

や
抱
負
な
ど
を
語
ら
い
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
催
者
（
橋
本
實
会

長
）
あ
い
さ
つ
で
は
、
昨
年
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
『「
北

国
の
春
」
全
国
大
会
』
を
今
年
も

内
容
を
充
実
さ
せ
６
月
14
・
15
日

の
二
日
間
で
開
催
し
た
い
と
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
14
日
に
予
選
会
、

15
日
に
本
選
と
、
歌
手
の
「
千
昌

夫
」
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

今
年
の
大
き
な
目
玉
に
な
る
事

新年のあいさつを交わし抱負を語らう参加者

テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
ゲ
レ
ン
デ
を
訪
れ
た

１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
春
も
ち
つ
き
大
会
で
は
小
さ

な
子
ど
も
も
餅
つ
き
を
行
っ
て
新

年
を
お
祝
い
し
、
つ
き
た
て
の
お

餅
は
お
汁
粉
に
調
理
さ
れ
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で

は
来
場
者
全
員
が
参
加
。
勝
ち
負

け
に
今
年
の
運
勢
を
照
ら
し
合
わ

せ
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

12月〜２月おらほの話題おらほの話題

業
の
発
表
に
昨
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
小
正
月
行
事



　

１
月
19
日
、
旧
日
野
沢
小
学
校

で
今
年
度
最
後
と
な
る
「
そ
ば

打
ち
体
験
」（
日
野
沢
舘
石
会
主

催
）
が
行
わ
れ
、
約
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
玄
そ
ば
の
そ
ば
打
ち

体
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
根
気
の
必

要
な
こ
ね
る
作
業
も
、
地
元
の
指

導
者
か
ら
コ
ツ
を
聞
く
な
ど
し
て

交
流
を
深
め
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
参
加
し
て
い
る
野

指導者の説明に熱心に聞き入ります
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２
月
14
日
、
山
形
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
『「
山
形
村
短
角
牛
」

か
ん
た
ん
料
理
講
座
』
が
行
わ
れ
、

短
角
牛
生
産
者
や
婦
人
会
な
ど
30

名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
料
理
研
究
家
の
井
上
穹

子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
今
回
は

短
角
牛
を
使
っ
た
江
戸
料
理
３
品

に
挑
戦
。
井
上
先
生
が
実
演
を
行

う
と
、
参
加
者
は
周
り
を
取
り
囲

む
よ
う
に
集
ま
り
、
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
蒲
野
タ
イ
子
さ
ん

は
「
作
り
方
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

家
で
も
作
っ
て
家
族
に
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
で
す
」
と
料
理
教
室

に
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

そ
ば
打
ち
体
験

ば
を
通
じ
て
交
流

そ

「
山
形
村
短
角
牛
」
か
ん
た
ん
料
理
講
座

角
牛
で
江
戸
料
理

短

お
り
、
こ
の
日
も
丸
焼
き
に
下
舘

進
肥
育
部
会
長
ほ
か
３
名
の
生
産

者
が
参
加
し
、
自
ら
肉
を
切
り
分

け
客
の
質
問
に
答
え
る
な
ど
安
心

安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
駅
前
か
ら
道
の
駅
に

か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、
定
番
の
も
ち
ま
き
や
餅

つ
き
の
ほ
か
久
慈
ま
め
ぶ
汁
な
ど

の
郷
土
食
の
振
舞
い
な
ど
に
多
く

の
行
列
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
三
陸
く
じ
冬
の
市
は
11
月
か

ら
２
月
ま
で
４
回
開
催
さ
れ
観
光

客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
市
内
中
心
市
街
地

を
会
場
に
「
第
３
回
北
三
陸
く
じ

冬
の
市
」
が
行
わ
れ
、
歴
通
路
広

場
会
場
で
は
「
短
角
牛
ま
つ
り
」

と
題
し
て
山
形
村
短
角
牛
の
精
肉
、

丸
焼
き
や
ベ
ゴ
汁
の
格
安
販
売
の

ほ
か
、
串
焼
き
や
短
角
牛
ま
ん
の

屋
台
が
並
び
ま
し
た
。

　

山
形
村
短
角
牛
の
消
費
拡
大
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
続
い
て

丸焼きとベゴ汁には長い行列

食材の素晴らしさを語る井上さん

北
三
陸
く
じ
冬
の
市

の
市
で
短
角
牛
Ｐ
Ｒ

冬

田
村
の
山
田
和
子
さ
ん
は
、「
そ
ば

を
打
つ
の
は
大
変
だ
け
ど
面
白
い

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
打
ち
た
て
の
そ
ば

を
指
導
者
の
用
意
し
た
タ
レ
で
い

た
だ
き
、
午
後
の
体
験
に
向
け
て

鋭
気
を
養
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
参
加
者
自
身
で
植

え
、
実
落
と
し
を
し
た
赤
そ
ば
で

そ
ば
打
ち
体
験
。
午
前
よ
り
も
そ

ば
打
ち
に
慣
れ
た
様
子
で
、
参
加

者
同
士
で
教
え
合
い
な
が
ら
作
業

を
進
め
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ス
タ
ッ
フ
が
袋
詰
め

を
し
た
打
ち
た
て
の
赤
そ
ば
を
手

に
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

山形町内の各種表彰者（団体）
平成25年度久慈地方農業振興大会
【久慈地方農業表彰】　
　意欲ある担い手賞 大矢内利男さん
【畜産優秀者表彰】
　短角部門最優秀賞／全国農業協同組合連合会岩
　手県本部畜産酪農部長賞 落安賢吉さん
　短角部門優秀賞／新岩手農業協同組合長賞
 松渕幸雄さん
【園芸生産拡大者表彰】
　全国農業協同組合連合会岩手県本部長賞
 長坂信一さん
【ほうれんそう夏期収量アップコンクール】
　優良賞 叶城秀男さん
久慈市教育奨励賞・市民文芸賞表彰
【教育奨励賞】体育特別賞 久慈来内ジュニア
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月　日　曜 行　　　　　　　事
３　１　土 山形地区卓球大会
　１～７ 春季火災予防運動（２日、一般家庭予防査察）
　　７　㊎ 心と体リフレッシュ教室（元活サポーター研修会）

　　９　日 海洋センターゲートボールトリプル大会
山形中学校卒業式

　　13　㊍ 来内保育園卒園式

　　14　㊎ ニュースポーツ交流会（山形老人福祉センター）
荷軽部保育園、戸呂町保育園卒園式

　　15　土 小国小学校卒業式
　　16　日 海洋センターバレーボール大会
　　17　㊊ かわい児童館、霜畑児童館卒園式
　　18　㊋ 来内小学校卒業式
　　19　㊌ 霜畑小学校卒業式
　　20　㊍ 山形小学校卒業式

※日程は変更となる場合がありますのでご了承くだい。

山形のカレンダー

編
集
後
記

▽
山
形
は
冬
も
魅
力
的
な
イ
ベ

ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。
大

雪
の
中
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
や
氷

筍
観
察
会
に
初
め
て
行
っ
て
取

材
し
て
き
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
を
見
ら
れ
て
心
が
温

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

人
た
ち
か
ら
少
し
ず
つ
声
を
か

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
▽

把
握
し
き
れ
て
い
な
い
学
校
や

地
域
の
行
事
な
ど
の
取
材
に
も
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　　
　(

中
塚)

「やまがた総合支所だより」は年４回発行。次回は６月ごろの予定です。
発行・岩手県久慈市　編集・山形総合支所ふるさと振興課〈〒028-8602　久慈市山形町川井8-30-1　☎72-2111◯109〉内

山形老人福祉センター
のご利用案内

　機能回復訓練室、栄養指導室、健康相談
室、ゲートボール場を使用してイベントや
研修会などを開催できます。
◇開 館 日　月～金曜日
◇開館時間　午前9時～午後5時
◇使用料金(1日単位)
　・市内60才以上、12才未満の方…無料
　・市内12才以上60才未満の方
　　　……………1人100円(団体割引有)
　・暖房料………………………1人10円
◇事前に申請書の提出が必要です。また、
　開館日、開館時間外の使用及び市外の方
　の使用料などは、久慈市社会福祉協議会
　山形事務所(☎72−2800)までお問い合
　わせください。

　特定非営利活動法人やまがた地域振興協議会(橋本
實会長)では、今年６月14日㈯に予選会、15日㈰に本
選・コンサートの開催を予定している『「北国の春」
全国大会』の準備・運営を手伝っていただけるボラン
ティアスタッフを募集しています。
　昨年、初のＮＰＯ主催イベントとして平庭高原で開
催され、県内外から約4500名が訪れた大きなイベント
です。昨年に引き続き歌手の「千昌夫」さんも出演し
コンサートを行う予定です。
　大きなイベントを経験し、スタッフとして一緒に平
庭高原を盛り上げませんか。
問やまがた地域協議会事務局
　（プレステック㈱　岩井・橋本　☎72−2771）

「北国の春」全国大会
ボランティアスタッフ

を募集しています

３つの習慣
○寝たばこは、絶対にやめる
○ストーブは、燃えやすいものから離れた
　位置で使用する
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、
　必ず火を消す

４つの対策
○お年寄りや身体の不自由な人を守るため
　に、隣近所の協力体制をつくる
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防
　ぐために、防炎品を使用する
○逃げ遅れを防ぐために、住
　宅用火災警報器を設置する
○火災を小さいうちに消す
　ために、消火器等を設置
　する

住宅防火
いのちを守る
７つのポイント

月3


